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1　看護教員養成講座の紹介
1．名称
　　東京都立医療技術短期大学看護教員養成講座
2．設置目的
　　本学は基本理念の一つとして、大学における
　教育研究は、地域社会とのかかわりを持つことに
　よって、更に充実・発展し、その成果を地域社会
　に還元するという視点に立って、いわゆる「開か
　れた大学」を実現することを揚げている。
　　「開かれた大学」とは本校の有する教育研究機能
　を広く社会に開放し、社会人の再教育，、生涯教
　育に貢献しようとするものであり、更に学内の教
　育環境の活性化をめざすものである。本講座は、
　　この「開かれた大学」の具体的活動の最初の一つ
　　として看護婦学校養成所及び准看護婦学校養成所
　の教員をめざす看護婦等に、教育・研究の機会を
　与えることにより資質の高い看護教員を養成する
　　ことを目的として設置された。
3．教育目的・目標
　1）教育目的
　看護教員として必要な知識と技術を習得させるこ
　　とにより、看護教育の向上に寄与しうる人材を
　育成することを目的とする。
　2）目標
　ア　看護教育に必要な理論と教育方法を習得する。
　イ　看護教員として必要な研究の基礎的知識と
　　　方法を学ぶ。
　ウ　看護教員の役割を認識し、自己の教育観を明
　　　確にする。
　工　看護教員として、常に研鎖する態度を養う。
4．教育課程
　　表1参照
ll受講期間
　　平成7年4月より平成8年3月まで
皿　受講の様子
　　講義を中心としながら、グループワーク、体験
　学習（演習）を行った。
　　　3週間の看護教育実習も行った。
IV　受講しての学び
1．受講の動機
　1）指導係をしていて、教育の面白さ、難しさを
　　感じた。
　2）東京都主催の指導者研修に参加したことをきっ
　　かけに、教育について知見を深めたかった。
　3）あらためて「看護とは何か」を考える時間が欲
　　しかった。
2．受講しての学び
　1）　「看護」の2っの意味
　　ア　看護実践としての意味の看護
　　イ　看護実践、看護教育、看護研究、看護管理を
　　包含した意味としての看護
　2）看護の機能の歴史的変遷
　　ア　近代看護初期
　　イ　日清、日露戦争時代の看護
　　ウ　太平洋戦争後の看護
　3）看護への思い
　　ア　私が思う看護とは
表1　学科目及び時間数
学科　目 時間数 学科　目 時間数
哲　　　学 15 看　護　論 60
一般教育科 行動科学
S　理　学
ﾐ　会　学
_　理　学
45
S5
P5
R0
専門科 看護研究
ﾅ護管理論
ﾅ護教育論
ﾅ護教育方法
75
S5
P35
P35
目 情報科学 30 目 看護教育実習 135
体　　　育 15 看護教育評価 15
教 教育原理 15 特 別　講義 30
職 教育心理学 15宿泊セミナー 30教育方法 75科 教育評価 30
目 教育制度 15
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